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I はじめに p166 

・課題：却10年代日本の産業 ・再生産構造 ＝今産業構造、投資動向、分配関係、グローノくル経済の中でσ河立置
・『2000-05-11年接府直業連関表』て構造分析、2010年代の動向はこ「機械浸注統計Jr貿易統計j等で分析

II.産業構造・再生産構造の概観 p166

対表1・2 (p1 67)1 ：産業別国内生主主額と販路構成の推移位。0~05→11 年） 、 2000 年国内生産総額＝ 100

・・国内生産総額 ：名目（表 1)2000年 100→05年 103.24→11年 96.11 ※OOs→10sの落ち込み大きし「

実質（表2)2000年 100→05年 100.15→11年89.14 

対吾ヨの麟区分の理論的基準は、拙稿「消費過程に介在するサービス資本およひ冒家事業と再生産j を参照

l 産業構造の変容： ｜表1・ 2 Cp167) Iの純白＝産業構造 p168

・化学・窯業・土石、電力・・J(J.・水道は名目 置 ）増 ・実質 国 ）減資源僻高騰による僻 上昇示す

・運輸i・通信は一貫して、名目 厨 ）・実質 固 ）とも増加、名目の方が増川高大きい価格上昇示す

．農林水産業 ・軽工業 ・電気機械 ・建設業は一貫して低下

－金属 ・一般機械・輸送機械 00→05増加05→11減少 ・・OOs自動車を主軸とした輸出依存的成長とその破綻

2.販路構成の推移 （再生産構造）：｜表1・2Cp167) Iの梯ド販路別構成 p168

・原材料 ：名自 国 36.92→ ぬOわ 36.67・景気変動と耽）／実質減 国 42.2ト 41.4ト 35.47) 価格上昇

産業日lj：化学・窯業・土石、金属、電力・灼・水道で僻上昇 釦 名目増 ・圏実質減）顕著資源価格高騰反映

一散 ・輸送機械での原材料 E一般 1.34→1.42→0.94、輸送3.17→4.28→3.36）は景気変動と照応

※OOs好況アで園内台室拡大＝I部門内割循環→OOs後半不況下で園内生産縮小

電気機械での原材料ご部品価樹丘下：名目 置 3.28→2.75→2侃）／実質 園 匝07→2.1か→2.09) 

→表3 (p170）庫磯部品・製品とも輪入品低廉化（インフレークより）／部品・製品とも輸入品嵐霊浸透率

・所ι亘資材 ：名目 ・実質とも増加傾向ー・産業別には電力・f（ス・水道、運輸・通信・研究からの投入が増加

・サービス資材：名目・ 実質とも増加－・産業別には運輸・通信・研究、化学（医薬品）が増加、電力・J（ス・水道は価格上昇

・ 労働手段 ・ 流通設備 ・ サービス設備 ：~名目 ・圏実質とも減少続く 司国内投資縮小示す ： 矧で詳しく分析

・消費手段 ：名目 ・実質とも減退（特に05→11）・運輸・通信・研究が増／／軽工業が減、電機は価樹底下L名目減

→表4 Cp171) I消商費低迷とともに輸入品浸透： i動佐．電澱製品（消費財）は国内消費減だが輸入増（自給率が3急掛

． 公共設i庸 ： 名目 ~2. 34→2.28→l. 67) . 実質 園2. 8~2. 白→1. 84）ともに減少公共事業縮ぺ

．輪出 ：名目 信]8.96→11.5少→11.42）、実質 僅ヨ8.59→11.18→11.27) 実質では05→11に輸出構成ヒ拡大

・・産業別には化学・窯業・土石、金属、一樹幾械て輸出増顕著、電機は名目減 ・実質増（輸出倒各低下）

*OOs輸出依存的成長が08世界不況で破綻したにもかかわらず、日本産業の輸出依存的性格は更に深化
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m.設備投資の動向 p172 

※前節で検討した匡王ヨでは、労働手段・流通設備・サービス設備が減退＝国内投資減退を示す

1 資本財別投資額の推移 p173

・I図1(p172)固定資本投資減・固定資本減持層 ＝今200812年には純投資マイナスに

・｜表5(p174）わ0→11資本財完lj投資額佐設、一樹謝武電気機械など多くの資材オで減少

その他諭送機械情台舶・航空機）、精密機械（医療機器）、ソフトウェアが増加

2. 2010年代の設備投資動向 p173 

・｜図2(p175) l2010sの機種別・機械投資の動向：重電機火水力原動機電子計算受出普／通信機の受注減

－個3Cp176) I電子計算機の販路：金融・保険、地方公務、防律消向け受注が増加／外需、通信業は縮小

｜図4 Cp176) I重電機の販路 ：電力業向けの伸びが中心、タト需も回復／製造業向け受注は低迷

・その他離品樹戒の投資増 ：｜図5 (p177)附白受注・外需中心に拡大 （1()-7年急減）、内需は防律澗連増

｜図6 cp11s) I航空機〈部品含む）受注外需の伸び＋防衛関連の比重も大きし、

・｜表6 Cp179) I医療機械投資：多くの機器で斡レ入・輸入比率増、輸出減・貿易特化係数低下（競争力低下）

ー・｜表7 (pl加）財ル入相手国 ：米国からの輸久多い、次いて部批｜、家庭用などは中国から

※国内生産減退を反映して国内設備投資の全員納減退・例外：電力業、公務・防f輔、、金融倒1食業での投資増

医療機器投資も増加しているが輸ム品の増加顕著

N. 分配関係と雇用・賃金の動向 p180 

※上記のよう吋巨ヨで、消費手段が減退不況・景気継下にもかかわらず（「ラチェット効果J働かず）

（従来・－n始切こは、不況下では国内生産総額に戸める消費手段の構成比は上昇）

・｜図7 ゆis2)I収入と物価； 98→05年に物価下落傾向、実収入はそれ以上に減量（97→03年に 10%減

2010年代も4制面 ・実収入とも減退傾向続く→14年消費増税で両者のヨ間住が広がる

・｜表sCp183) I産業矧闘動向 （oo-→05----11製造業、建設、卸売、飲食店、農林水産業、運輸など雇用減

. ・05→11一員妹青密機械、輸送機械、化学、飲食料品小売業で雇用増

大きく減少 ：建設・31万、電機－24万、道路貨物運輸16万、飲食店・13万

医療福祉 （社会側演・福祉・介護中心）、労働者派遣業が増力［続く ・・ともに低賃金

. ・05→11介護で＋72万人 . ・05→11+30万人（労働力調査）

※比較的高賃金の製造・建設業の雇用減4 低賃金の介護・非正規雇用の雇用増

・｜表9 Cp184) I病童労働者利用産業： OOs電磯・輸送機が中心→10s商業 ・建設・ 運輸通信・医療介護・サービスへ

＊労働者派遣業利用の性格： OOs輸出競争力志向の非正規利用：電機 ・自動車などでの競争力強化→輸出増へ

10s内需型産業で非正規利用拡大： コスト削減→非正規増＝低賃金→コスト商Jj減

（し、わゆる「デフレ・スパイラノレj型）
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V. 日本産業・経済の国際的地位の変容 p185

1.輸出入動向の概観 p185

－岡8 (p悶）｜輸出入の動向包OlOs貿易赤字） ：輸入額の増加→15縮小、実質輸出（輸出数量）の縮小

－－｜図9 (p1郎）｜品目別貿易収支：鉱物全燃料が規定的、電気機械の黒字急減／黒字は輸送機械、一般機械、鉄鋼

｜図10(p187）隊物性燃料輔l入：斡レ入量は石油減・石炭横ばい ・LNG増加傾向 ・LNG増加は環境面からも自然

→車itJA額の増減は資源価格の動向によって規定されてし、る

2.各産業の国際競争力の変容 p187

対~「外国貿易概況J より、地脇lj ・品目別貿易収支・貿易特化係数の検討防→12→15 年）

・品目別貿易黒字（12→15年）：乗用車一員撒誌輸送機号、金属で拡大→2000年代と同様な品目への依存

・化学の貿易黒字・特化係数の減退 （12→15年） ：対EU赤字拡大→対EU赤字全体を規定・・医薬品の競争力低下

．金属の貿易収支：貿易黒字総額は増力回頃向／特化係数は 12→15年に低下.·12→15 年アジア.~b長特化係数低下

．資本財の貿易黒淳 ・特化係数低下：中国向け資本財が赤字転落・－一般機器・電気機器が中心，輸送機器も黒字減

ー・一般機器貿易：対NIEs・北米は 10s貿易黒字回復するが特化係数低下産業機械輸出回復するが競争力は低下

対EUでは貿易黒字減少とともに特化係数低下→産業機械の競争力低下を示す

対中国は貿易赤字拡大・貿易特化係数のマイナス拡大 ・現地生産：後。福豆三重国を参照

・電気概ま：貿易黒字 ・特化係数とも急減→後述の電機の品目別貿易で見る電子部品競争力低下を反映か？

貿易収支は北米で微増以外は軒並み黒字補小・赤字増、特化係数は全相手国で減退

－輸送機号 ： NIEs，~抹は貿易黒字だが，それ他は黒字減／特化係数はむ於以外低下 ・対アジア部品輸｝.j:普示す

・乗用車： 10s全地域で貿易黒字拡大（特に対北米）／特化係数も対中国以外上昇・・10s輸出回復，輸出の中核

・鉱物性燃料の斡レ入 ：｜図10<P187) Iで検討した燃料価格動向にほぼ対応、対アジア輸出も増加

3.輸出産業の国擦経済における位置とその変容 p189

対図11<p190) I品目別輸出数量指数： 2010s「円安でも輸出数量増加しなしリ ←空洞化 ・国際的位置の変化のため？

(1)自動車 －懐10(pl槌）｜て貿易黒字拡大、ただし潟外生産も拡大

－｜図12(p191）回Os末へ-08年 ：輸出増に伴い国内生産御普、海外生産拡大とともに部品輸出も拡大

→2010s輸出・圏内生産横ばい、海外生産拡大するが部品輸出は減少（打。7イチェーンごと海外移転）

(2）電気機械 ー憶 10制as)Iで国際競争力減量が明瞭司品目別分析

・I図13<P192) I品目別貿易収支 ：通信機（スマ」ト7オン）、 事務用機甑ハ。ソコン等）赤字拡大、電子部品黒字が急減

電気回路等機号、半導体製造装置、電気計調機器で黒字確保・労働手段分野

・｜図14(p1幻）伴導体製造装置の受注： 2010s外需回復／内需縮小←電子部品輸出の低迷が要因

・電機産業内の産業車関 ：｜表11(p194）防→11年電機関車部門の取引額の増減（名目イース→企業業績に直結）

・・「通伺樹戒・同関連機器」国内生産2.2兆円減←国際競争力低下が主因：輸出0.9兆円減／輸入 1.1兆円増

「電子計算機・同付属装置J国内生産 1.0兆円減←国内投資減が主因 ；固定資本形成0.8兆円減、輸出入とも減

吋これら製品の国内生産滅電子部品輸出減により 「その他の電子部品J国内生産減

※2000s電機産業：製品生産の空洞｛b隼むが、電子部品＋労働手段（半導体製造装置含む）の輸出

司2010s通信機中心に製品輸入拡大、電子部品輸出の減退、労働手段の輸出が中心に
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(3）一般機械 ・懐10(plお）｜で貿易黒字大きい

－｜図印刷95>I一高対幾械輸出額の品目別推移（ドル建て） : 2011-2年ピークに各品目とも輸出額料尉昼（円安の下で）

・｜図16(p196）陰属加工・工作機械の受注額（円建て） : 2010s外需回復／内需縮小←自動車輸出の低迷が要因

※2010s一般機械輸出 ：ドル建て減／円建て増→図11cp100> I数量ベースでは減量傾向

・I図17(p197）卜般機械の貿易収支と地域別輸入額（ドル建て）: 2010s中国からの輸入増に伴い、貿易黒字が減少

・｜表12cp19a> I産業別の海外生産比率 ：2010s汎用機械など一樹鋭告で急上昇 →＊海外生産 ・逆輸入の広がり

(4）金属および鉄鋼 ・・｜表10(pl邸）｜で貿易黒字・貿易特化係数の維持

－｜図1a(p199) I金属貿易の推移（ト）建て） 黒字は鉄鋼が中心、 2010s黒字稲小・・｜図11Cp190) I数量でも輸出停滞

・｜図19(p199）除鋼の製品別輸出数量 ：錦崎と・薄鋼板』詰菌加／圧着鋼・亜鉛わ櫛版・7'hトローJ噛司版は減少

－｜図20(p199）除鋼の相手地域別輸出量 ：7シγNIEs・7セ7ン・中国向け滅イインド・中南米向け増

※日本の金属 ・機械 ・自動車産業の性格変マ七：2000s金属 ・労働手段 ・自動車生産の園内生産 ・輸出＝製品t場合者

→2010s自動車（部品含む）生産の海外移転 ：労働手段＋素材の輸出＝生産手段供給者へ

＊ただし、汎用品では海外生産（一部逆輸入）はじまる

(5）化学および医薬品 －医薬品は高齢化・福祉領域拡大で生産増 懐 1・2 (p167) Iのサービス資材投入増）

・｜図21(p201）他学 ・医薬品貿易：2000s～医薬品は輸出伸びず ・斡ム増／有機化合物（表出外）の貿易黒字

→2010s医薬品輸入 ・貿易赤字が急増し、化学製品全体て赤字に転落

羽．おわりに ・・《現代日本産業の性格（まとめ）》 p202

・国内再生産の縮小均釘 ：投資減退（国際競争力低下 ・消費減退）、消費跡塁（非正規雇用、格差・貧困の広がり）

※投資拡大が見られた分野 包力、金融某険、公務 ・軍需分野、医療分野（医療機号 ・医薬品とも輸ム依存）

＝今世界不況後にも輸出依存の構造が持続、しかし国内産業の国際競争力減退（輸出が国内生産・雇用に波及せず〕

・国際がH立置の変化： 従来《粗原料 ・エネルギ一幹ム→素材 ・部品・労働手段 ・製品生産→製品輸出》構造

（金属 ・機械産業） →《園内は高級基礎素材＋労働手段生産→部品・製品生産は現地生産（逆輸入）》構造

＝今2010s「円安でも輸出・貿易黒字が増加しない」 ・貿易赤字の広がり＝ 「輸出大国Jの終鷲

・医療分野（成長見込み）での競争力喪失 ：医療機器 ・医薬品ともに貿易赤字 ・輸入依存
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